
令和5年度　好文学園女子高等学校　学校関係者評価 令和5年8月26日

分　類 評価の観点 評価・提言 改善点

ホームページの
活用状況

教育活動についてホームページや通信等を
利用し、情報公開をしている。

・学校評価（自己評価、学校関係者評価）についてＨＰ
で情報公開されいる。
・ＨＰ等にて何を公開しているのか。

・HPの校長bloｇ、好文News、School Life欄や緊急連絡網な
どで、教育活動や各種情報を公開している。

・情報公開は、「財務諸表」「自己評価の結果報告」（義務規
定）、「学校関係者評価」（努力義務規定）であり、本校はすべて
公開している

財務関係 財務諸表等を公開している。 
・決算計算書類等を公表している。
・教職員への説明は行っているのか。

・情報公開は、「財務諸表」「自己評価の結果報告」（義務規
定）、「学校関係者評価」（努力義務規定）であり、本校はすべて
公開している　・教職員へは職員会議にて説明を行っている。

地域交流について 地域や地域住民との交流ができている。 

・地域住民からは、本校生徒に対する悪口等は聞かない。
・本校生徒が近隣の掃除をしてくれているので助かっている。
・地域交流についてはコロナ禍以前の状態に戻りつつある

・令和5年7月30日（日）、第11回好文キックベースボール大会を
本校にて開催した。
・引き続き近隣の清掃は続ける。

緊急時等の連絡手
段について

台風等の災害に伴う休校等の連絡手段につ
いて ・緊急連絡等について、連絡手段は何があるのか。

・「はなまる連絡帳」システムを利用し、令和4年度は多くの連絡
を行ない、混乱なくスムーズに対応ができた。令和5年度からは
BLENDサービスに移行する。

講習・訓練について AEDの講習・防災訓練が十分に行われている。
・令和元年9月に竣工した体育館棟が大阪市の災害避
難所に指定されているのか。
・避難訓練はどうなるのか。

・避難場所は新体育館（A3）の3層階のｻﾌﾞｱﾘｰﾅと指定されてい
る。　　　・地域住民用備蓄品も新体育館棟で預かっている。
・令和5年11月20日（日）本校アリーナにて地域一斉防災訓練を
実施予定。

ＳＮＳについて
学年集会やＨＲ活動で、具体的事例にて生
徒に考えさせて指導する。

・ＳＮＳ等のトラブル発生状況はどうか。生徒への指導
はできているのか。

・昨年のトラブル発生件数は4件。学年集会や各HR活動
で具体例をあげた事例指導を引き続き徹底していく。

いじめについて
・早期に発見し、いじめ対応に関する学校の体制に
基づき、解決を図る。
・いじめに関するｱﾝｹｰﾄを年2回実施する。（6,9月）

　いじめ事案が発生した場合、双方が納得ゆく解決が
できたかどうか。

・担任、学年主任で対応し、生徒双方より聴き取りを行ない、「い
じめ対策委員会」にて検討する。結果問題なし。タイムリーな対
応を今後も心がける。

 キャリアパスポートについて

・担任との対話を通じ、社会・職業を見据えて進路
を具体化し社会的・職業的自立に必要な能力や態
度を伸長・深化させる。

1.2年生のキャリア教育については進路指導部が主体となって
展開。年5回にわたりキャリアパスポートを作成し卒業後の進
路につなげた。

　生徒に向き合う学級担任がキャリア教育の目的を再確
認し、日々のHR、授業を通じて行うものであることを徹底
する。

授業 　基礎力を養う
終礼時に英数国のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを実施する。
模擬面接を実施する。

トレーニングにおける定期的な確認テストの成果
模擬面接での成果

トレーニングは継続することで基礎力確認につながっている。
模擬面接は緊張感をもって取組しており経験を重ねることで

強化されている。

その他 　iPadの活用 自ら情報を収集したり、発表する時に情報機器を授業で活用している

　5教科（国・地公・数・理・英）を中心に公開授業を実施した。
　授業の中で生徒が話合い、情報を収集し考えをまとめて発
表する機会が増えた。

・令和3年度入学生よりiPadを導入。順調に進捗してい
る。今後、更に利用範囲を拡大させたい。

令和5年8月26日（土）11時00分～12時00分「学校関係者評価委員会」開催　 　於：好文学園　セミナーハウス2階会議室

学校関係者評価委員：

危機管理 

学校目標 自立した社会に貢献できる女性を育てる。基礎学力の向上と女性としてのマナーと教養の習得を目指す。

評価項目

学
校
運
営

私学の
独自性

・本校の教育方針について先生が理解し、生徒に対し
ても授業等で浸透させてほしい。

・教育方針について、教職員が理解し生徒に対して授業・HR等
を通じて浸透させていく。
・生徒指導等にて本校キャッチフレーズの意味するところを保護
者、生徒に伝え、浸透させていく。

開かれた
学校

教育方針(学校目
標）について

教育方針（学校目標）が教職員、生徒、保護
者によく浸透している。

教
育
内
容

生徒指導 

（学外）

・保護者代表（２名）：好文学園女子高等学校 保護者会会長、副会長

・同窓会代表（2名）：好文学園女子高等学校 同窓会会長、評議員

・地域代表（１名）：千舟地域活動協議会 会長

（学内）

・校  長  延原 観司 ・副校長 佐藤 建治

・事務室長 花田 守 ・事務長 北西 史明

toda
取り消し線
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